
　市内の特別支援学級で学ぶ児童・
生徒の作品を集めた平成 21 年度「手
をつなぐ子らの作品展」が、１月
14 日から 18 日まで、スピカ６階の
市文化ギャラリーで開催されまし
た。会場には、27 校 208 人が授業
で制作した習字・絵画・工作・木工・
金工・陶芸などの力作 343 点を展示。
なかには小中学生が共同制作した作
品もあり、子どもたちの豊かな感性
が表れた作品の数々に、訪れた人は
熱心に見入っていました。

子どもたちの個性豊かな
作品が一堂に

まちのわだいまちのわだい

　新春恒例の ｢だるま市｣ が 1 月
12 日、大町通りで行われました。
　約 300 メートルに渡って歩行者天
国になった大町通りには、｢縁起物
だよ｣ など威勢のいいかけ声を掛け
ながら高崎だるまや埼玉武州だるま
を売る業者が軒を連ねたほか、野菜
や植木の苗、民芸品なども販売され
ていました。
　またカラオケ大会や抽選会なども
行われ、多くの家族連れなどで賑
わっていました。

　12 月 22 日、大田小学校西側通学
路（下館工業高東側）に押しボタン
式の信号が設置されました。
　設置された場所はカーブになって
いるほか、通勤時間帯は車の通行量
も多く、登下校時は非常に危険でし
た。児童代表の石

い し だ り く や

田陸哉さん（大田
小６年）は ｢これからも交通ルール
を守って信号機を渡りたいです｣ と
誓いのことばを述べた後、交通安全
見守り隊らが見守るなか、点灯式、
渡り初めが行われました。

福を求める人で賑わう！
恒例のだるま市を開催

登下校時の児童の安全を
守る信号機を設置

　12 月 26 日、女子柔道 78㎏級でアテネオリンピックで
金メダル、北京オリンピックで銀メダルを獲得した塚田
真希選手（下妻市出身）が下館武道館で柔道教室を行い、
小・中学生を中心に約 100 人が参加しました。
　講話では、塚田選手が中学生の時に柔道を始めた頃は
弱く、投げられるのが嫌で夢中で練習したこと、常に目
標を持って柔道に取り組んできたことがオリンピック代
表に選ばれ、メダルを獲得に繋がったことなどを話し、
｢どんな練習をしたら強くなれるのか｣、｢やりにくい選
手はどんな選手か｣ などの質問には、多くの参加者が耳
を傾けていました。
　その後の実技指導では、大外刈りや体落としなど塚田
選手が得意な技を指導。技をかけるタイミング、コツな
どを伝授し、最後には乱取りをし、締めくくりました。

アテネオリンピック金メダリス
トが柔道教室を開催
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　このほど、ＮＰＯ法人「里山を守
る会」（中

なか

川
がわ

行
ゆき

夫
お

理事長）が運営す
る関城地区の里山・五郎助山に、炭
焼き窯が完成しました。
　炭焼き窯は、炭の産地・福島県川
俣町から粘土約４トンを取り寄せ、
同町の高

た か の ぜ ん べ え

野善兵衛さん（うつくしま
炭友会会長）の指導を受けながら、
会員が作り上げました。
　中川理事長は「窯の完成で、間伐
した雑木を有効に利用できるように
なりました。子どもたちに炭焼き体
験をさせたい」と話しています。

　筑西市子ども会育成連合会（飯
いい

田
だ

栄
えい

一
いち

会長）主催による指導者・育成
者研修会が、11 月 29 日、市生涯学
習センターで開催され、約 100 人が
参加しました。
　研修会では、社団法人全国子ども
会連合会会長の山

やま

中
なか

睦
むつ

夫
お

さんが講演。
「子どもは、家庭、学校、地域の活動
の中で、日常の生活体験を積みなが
ら、人間として必要なものを学んい
る。特に地域活動に参加することは、
親子共に育つことができる」と子ど
も会の大切さを強調しました。

　川島小学校（爲
ため

我
が

井
い

徹
とおる

校長）で
は１月19日、４年生111人による「二
分の一成人式」が行われました。
　これは、総合的な学習の時間とし
て行われ、10 歳を期に自分の夢と
実現のために必要なことを考えるこ
と、両親や周囲の人たちへの感謝の
気持ちを持つことを目的としていま
す。式では、児童１人ひとりが自分
の夢を語り、それに向けての取り組
みを大きな声で発表しました。また、
感謝の気持ちを込めた歌の合唱や保
護者との手紙の交換がありました。

里山・五郎助山に炭焼
きの煙が立ちのぼる

「子ども会は親子の成長の
場」指導者・育成者研修会

感謝の気持ちがいっぱ
いの「二分の一成人式」

子どもたちを守れ！上野小学校で
不審者の侵入を想定した防犯訓練

不審者を校庭へ連れ出し警察官に引き渡す場面。本番さ
ながらの訓練に、児童や教職員、保護者も息を飲みました。

　学校に侵入する不審者から子どもたちを守ろうと、
上野小学校（黒

くろ

澤
さわ

敬
けい

二
じ

校長）では、12 月 10 日、筑西
警察署とＰＴＡの協力を得て防犯訓練を行いました。
　訓練では、警察官が不審者に扮し、授業中の教室に
侵入。大声をあげながら刃物を振り回す不審者を教師
と保護者が取り押さえ、その間に児童たちは決められ
た避難路から校庭へ。不審者は通報によって駆けつけ
た警察官に引き渡されました。
　訓練後、警察署員から「いつ不審者が侵入してくる
か分からない。みんなが自分の身を守るということを
考えてほしい」と児童たちへの呼びかけがありました。
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